
名 船  発  掘 〈汽船〉

(主要目〉貨客船、大阪商船のち大家商船所属、11609

総 トン、11750重量 トン、主機三連成汽機 1基、出力890

図示馬力、最高速力110ノ ット、船客定員―等10名、二

等24名、二等283名、1897年二蓑長崎造船所建造

宮島丸

汽笛にこたえる

海馬(トド)の
大合唱で難破を免れる

(上)QM2の 汽笛として復活するOMの タイフォン・ホイッスル

(下)長 崎港の宮島丸 (三菱重工業長崎造船所提供)

伝

説

の
名

船

の
汽

笛

が
復

活

フ
ラ
ン
ス
で
建
造
中
の
十
五
万
ト
ン
の
超
メ
ガ
シ

ツ
プ

「
ク
イ
ー
ン
　
メ
リ
１
２
」
（Ｑ
Ｍ
２
）
に
、

先
代

「
ク
イ
ー
ン
　
メ
リ
ー
」

（Ｑ
Ｍ
）
の
汽
笛
が

装
備
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
ご
承
知
の
よ
う
に
、

こ
の
伝
説
の
名
船
は
米

ロ
ン
グ
ビ
ー
チ
で
、
ホ
テ
ル

来
＝
物
館
と
し
て
余
生
を
お
く

っ
て
い
る
。

話
題
の
汽
笛
は
先
日
、
「
ク
イ
ー
ン
　

エ
リ
ザ
ベ

ス
２
」
に
よ

っ
て
英
国
に
違
ば
れ
た
。
次

い
で
、
こ

の
汽
笛
の
パ
テ
ン
ト
を
持

つ
コ
ッ
ク
ム
ス
社

（
ス
ウ

エ
ー
デ
ン
）
の
チ

ェ
ッ
ク
を
受
け
、
修
理
の
後
、
こ

れ
を
模
し
た
レ
プ
リ
カ

一
基
と
と
も
に
、
「
Ｑ
Ｍ
２
」

に
取
り
付
け
ら
れ
る
予
定
で
あ
る
。

「
Ｑ
Ｍ
」
の
汽
笛
は
、
重
さ
約

一
ト
ン
の
タ
イ
フ
オ

ン
　
ス
チ
ー
ム
ホ
イ

ッ
ス
ル
で
あ
る
。　
一
番
煙
突
に

二
基
、
二
呑
煙
突
に

一
基
付

い
て
い
た
。
な
気
を
複

数
の
管
に
吹
き
込
ん
で
和
音
を
響
か
せ
る
方
式
で
、

「
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
」
に
も
こ
れ
が
採
用
さ
れ
た
。

複
活
す
る
汽
笛
は
二
番
煙
突
の
も
の
。
こ
れ
ま
で

い
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い
た
汽
常
で
あ
る
。

新

「
Ｑ
Ｍ
２
」
の
主
機
は
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
と
デ

イ
ー
ゼ
ル
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
だ
か
ら
、
蒸
気
を
発

生
し
な
い
。
し
た
が

つ
て
、
く
だ
ん
の
汽
笛
を
鳴
ら

す
に
は
、

エ
ア
方
式
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。

「
Ｑ
Ｍ
２
」
の
デ
ビ

ュ
ー
は
二
〇
〇
四
年

一
月
。
処

女
航
海
は
、
母
港
サ
ウ
サ
ン
プ
ト
ン
か
ら
フ
オ
ー
ト



ロ
ー
ダ
ー
デ
イ
ル
ヘ
の
大
西
洋
横
断
ク
ル
ー
ズ
と
発

表
さ
れ
た
。
新
船
が
ど
ん
な
汽
笛
を
洋
上
に
響
か
せ

る
か
、
聞

い
て
み
た
い
も
の
だ
。

ス
テ

ー
ム
ホ
イ

ッ
ス
ル
の
響

き

ス
チ
ー
ム
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
響
き
は
、
魅
力
的
だ

っ

た
。
大
海
原

へ
吐
え
る
よ
う
な
響
き
と
で
も
言
お
う

か
。
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
エ
ア
ホ
イ

ツ
ス
ル
や
エ
レ
ク

ト
リ

ッ
ク
ホ
イ

ッ
ス
ル
で
は
、
こ
の
底
力
の
あ
る
低

古
大
音
響
は
な
か
な
か
出
な
い
。

戦
前
、
か
ず
か
ず
の
名
船
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
和
辻

春
前
＝
■
は
、
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
の
汽
笛
で
か
な
り
情

ん
だ
ら
し
い
．
ス
チ
ー
ム
船
の
よ
う
な
生
々
と
し
た

■
が
出
な

い
か
ら
だ
。

随
争

『船
の
は
い
出
』

の

「汽
付
」
の
項
に
、
こ

ん
な
文
章
が
あ
る
ｃ

ｌ
本
肝

（筆
者
と
　
デ
ィ
ー
ゼ
ル
船
）
が
出
帆
と

い
ふ
の
で
正
に
岸
壁
を
離
れ
や
う
と
す
る
と
き
に
、

時
々
鳴
ら
す
曳
捕

（同
　
ス
チ
ー
ム
船
）
の
汽
笛

の

十
が
、
本
船
が
鳴
ら
す
汽
笛

の
音
よ
り
立
派
で
大
き

い
の
に
は
、
柳
か
気
が
引
け
た
こ
と
が
あ
る
。
―

牛
者
は
中
学
時
代
、
か
つ
て
カ
ラ
フ
ト
航
路
で
活

解
し
て
い
た
汽
船

「
千
棋
九
」
に
来
り
、
ス
チ
ー
ム

ホ
イ

ツ
ス
ル
の
響
き
を
た
ん
の
う
し
た
。
濃
霧
が
多

発
す
る
北
方
海
域
で
は
、
こ
う
し
た
低
音
大
音
響
が

必
要
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
底
力
の
あ
る
響
き
は
、

い
ま
も
筆
者
の
耳
の
底
に
残

っ
て
い
る
。

不
気
味
な
幾
百
も
の
叫
び
声

ス
テ
ー
ム
ホ
イ
ッ
ス
ル
の
響
き
に
応
じ
る
海
馬

（ト
ド
）
の
叫
び
声
で
、
庄
礁
を
免
れ
た
船
も
あ
る
。

濃
霧
の
宗
谷
れ
岐
を
大
泊
へ
向
け
て
航
海
中
の
で
き

ご
と
で
、
と
き
は
明
治
末
年
の
夏
の
夜
。
船
は
大
家

商
船
の
汽
船

「官
鳥
丸
」
で
あ
る
。

船
橋
か
ら
船
首
が
見
え
な
い
ほ
ど
祝
界
が
忍
か
っ

た
の
で
、
船
は
三
分
間
に
長
音
を

一
声
ず
つ
鳴
ら
し

な
が
ら
低
速
で
前
進
し
て
い
た
。
い
ま
も

「海
上
衝

突
予
防
法
」
に
あ
る
音
響
信
号
で
あ
る
。

す
る
と
、
汽
行
の
智
き
が
消
え
る
や
い
な
や
、
不

気
味
な
幾
百
も
の
叫
び
声
が
前
方
か
ら
聞
こ
え
て
き

た
。
船
長
が
船
橋
に
１１
が
っ
て
く
る
。

亡
子
の
叫
び
だ
１
　
船
幽
霊
で
は
な
い
か
―

こ
の
時
代
の
人
は
送
信
深
い
。
操
化
手
は
念
仏
を

唱
え
は
じ
め
た
。
船
長
は
針
路
変
更
を
命
じ
た
。
翌

朝
、
霧
が
晴
れ
た
の
で
、
前
夜
の
船
の
位
置
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、
削
流
に
流
さ
れ
て
海
峡
中
央
の
二
丈
岩

へ
と
直
進
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

危
機

一
髪
だ
っ
た
。
一
丈
岩
に
生
息
す
る
何
百
頭

も
の
ト
ド
が
、
汽
術
に
こ
た
え
て
大
合
叫
を
し
た
の

で
、
難
破
か
ら
故
わ
れ
た
の
だ
っ
た
。
一
文
岩
に
灯

標
が
建
設
さ
れ
、
霧
信
号
を
発
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
昭
和
初
年
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
話
は
、
本
シ
リ
ー
ズ
の

「欽
嶺
九
」
（第

一

五

一
号
）
で
紹
介
し
た
須
川
邦
彦
の

『船
は
生
き
て

る
」
に
の
っ
て
い
る
。
単
時
、
須
川
は

「宮
鳥
九
」

の

一
等
航
海
■
を

つ
と
め
て
い
た
。

日
本
海

一
周
航
路

に
就
航

「官
島
九
」
は
、
日
清
戦
争
後
の

一
人
九
七

⌒明
治

二
十
）年
に
二
凌
長
崎
進
恥
所
で
牲
造
さ
れ
た
。
ｔｉ
々

川
の

「
須
潜
九
」
と
ほ
ぼ
同
理
の
貨
客
船
で
、
竣
工

時
の
オ
ー
ナ
ー
は
大
阪
問
船
で
あ
る
。

最
初
は
も

っ
ぱ
ら
台
湾
れ
域
で
稼
動
ｃ
ま
も
な
く

大
阪
の
大
家
商
船
に
身
売
り
し
、
小
樽
を
基
点
に
大

泊
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
を
回
る
日
本
れ

一
周
航
路
に

投
入
さ
れ
た
。
前
述
の
ト
ド
の
大
合
唱
は
、
こ
の
と

き
の
で
き
ご
と
で
あ
る
。

ち
な
み
に
大
家

（お
お

い
え
）
は
、
北
前
怖
逆
航

か
ら
汽
船
運
航
に
転
じ
た
船
■
で
あ
る
．
小
樽
に
は

い
ま
も
、
大
家
倉
庫
が
記
念
保
存
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
後
、
大
阪
商
店
に
復
帰
し
た
が
、
大
正
末
年

に
北
日
本
汽
船
に
売
ら
れ
、
青
森
～
室
蘭
航
路
に
就

航
し
た
．
僚
船
は

「
二
国
丸
」
で
あ

つ
た
。

青
森
～
室
蘭
航
降
は
、
本
州
～
北
海
道
の
基
昨
ル

ー
ト
と
し
て
、
明
治
中
期
に
日
本
鄭
船
に
よ

っ
て
開

設
さ
れ
た
。
田
鉄
の
■
内
辻
格
船
の
開
通
後
は
、
こ

れ
を
補
完
す
る
ル
ー
ト
と
な
り
、
大
正
の
初
め
に
北

日
本
汽
船
に
移
行
さ
れ
た
。

「宮
島
九
」
は
方
命
を
全
う
し
た
．
解
体
さ
れ
た
の

は

一
九
二
三

（昭
和
人
）
年
で
あ
る
。山

田
　
迪
生
　
切

＝

＝

＝

隆


